
本紙は古紙配合率100%の紙に、植物性大豆油インキで印刷しています。11,100部作成し、1部当たりの単価は17.3円です。
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近
代
の
産
業
「
醬し
ょ
う
ゆ油
」
と
「
木も
く
た
ん炭
」

揚 津 小 学 校

◀大好きな弟と雪遊びをしているよ
うすです。毛糸で雪を作りました。

山
や ま だ

田　麗
れい た ろ う

太朗さん（2年）

▲原爆を受けたアオギリ。この
痛々しい傷あとが戦争の恐ろし
さを伝えています。

林
はやし

　来
く る と

人さん（6年）

▼原爆ドームを実際に自分の目
で見て、平和の大切さを強く感
じました。

柳
りゅうこう

光　大
だいすけ

介さん（6年）

◀
２
月
20
日
、
松
尾
台
周
辺
コ
ー
ス
で
彫
刻
の
道
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
10
㌔
・
５
㌔
・
３
㌔
コ
ー

ス
、
小
学
生
駅
伝
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
全
国
か
ら

約
１
１
０
０
人
が
参
加
し
、
青
空
の
下
、
参
加
者
は

日
頃
の
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

▶
◀
町
北
部
の
柏
原
地
区
で
フ
キ
ノ
ト
ウ

（
写
真
右
）
が
、
ま
た
、
西
畑
地
区
で
ツ

ク
シ
（
写
真
左
）
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
、
春

の
到
来
を
告
げ
て
い
ま
す
。

◀
２
月
23
日
、 

町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い
な

ぼ
う
」
を
モ
デ
ル
と
し
た
石
像
が
完
成
し
、
町
の
玄
関
口

の
差
組
公
園
（
差
組
地
区
）
で
受
納
式
が
行
わ
れ
、
町
へ

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
寄
附
さ
れ
た
石
像
は
、
町
内
の
団
体
「
猪
名
川
諸

動
物
愛
護
福
祉
協
会
」
に
よ
り
製
作
、
設
置
さ
れ
た
も
の

で
す
。
差
組
公
園
の
高
さ
３
㍍
の
石
像
の
ほ
か
、
ふ
れ
あ

い
公
園
（
総
合
公
園
、白
金
地
区
）
に
高
さ 

1.3
㍍
の
石
像
、

道
の
駅
い
な
が
わ（
万
善
地
区
）に
高
さ 

1.5
㍍
の
石
像
と
、

コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
（
高
さ
23
㌢
㍍
）
の
石
像
（
ミ
ニ
い

な
ぼ
う
）
18
体
で
、公
共
施
設
の
窓
口
な
ど
に
設
置
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
Ｐ
Ｒ
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

昭
和
中
期
ま
で
は
、
農
村
部
の
特
色
で

あ
る
自
給
自
足
的
生
活
の
色
合
い
が
濃

か
っ
た
猪
名
川
町
域
で
は
、
味
噌
・
豆
腐
・

緑
茶
な
ど
の
自
家
生
産
も
多
く
行
わ
れ
、

醤し
ょ
う
ゆ油
を
作
る
家
も
あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
政
府
は
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）

醤
油
税
を
創
設
し
て
醤
油
醸

じ
ょ
う
ぞ
う
造
業
者
に

課
税
、
同
32
年
か
ら
は
個
人
に
も
課
税

し
、こ
の
醤
油
税
は
大
正
14
（
１
９
２
５
）

年
ま
で
存
続
し
ま
し
た
。

　
『
明
治
７
年
各か

く
く
ぶ
っ
さ
ん
ひ
ょ
う

区
物
産
表
（
兵
庫
県
）』

で
は
、
中な

か
た
に
む
ら

谷
村
２
２
０
５
円
余
、
六
瀬
村

１
２
０
円
余
の
醤
油
生
産
高
が
あ
り
ま
す

が
、
大
正
10
年
の
『
中
谷
村
村そ

ん
せ
い
よ
う
ら
ん

勢
要
覧
』

に
は
「
大
正
２
年
以
前
ハ
営
業
者
ナ
シ
」

と
あ
り
、
自
家
用
の
醸
造
高
と
推
定
さ
れ

ま
す
。

　

大
正
３
年
中
谷
村
に
村む

ら
じ治
醤
油
醸
造
が

◀
自
家
用
醬
油
製
造
許
可
証
（
中
前
磐
文
書
）

誕
生
、
生
産
量
は
年
々
増
加
し
、
郡
内
の

約
４
％
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

８
年
（
１
９
３
３
）
に
は
生
産
量
６
割
減

と
な
り
減
産
が
続
き
ま
す
。
他た

さ
ん産
醤
油
の

進
出
が
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

近
代
の
薪し

ん
た
ん炭
生
産
は
前
記
『
物
産
表
』

で
は
町
域
林り

ん
さ
ん
ぶ
つ

産
物
総
額
の
約
83
％
を
占

め
、
中
谷
村
が
町
域
薪
炭
生
産
全
額
の
約

93
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

大
正
５
年
に
は
池
田
炭
の
産
地
東
谷
・

西
谷
・
中
谷
・
六
瀬
の
産
額
の
40
％
強
を

中
谷
・
六
瀬
両
村
で
産
出
し
ま
し
た
。

いなぼうの石像が登場

春の便り届く

約 1,100 人が健脚を競う

◀
第
56
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
賞
の
毎
日
新
聞
社
賞
に
、
阿
古
谷
小
学
校
４
年

生
の
福
田
千ち

ひ
ろ紘
さ
ん
の
「『
実
験
犬
シ
ロ
の
ね
が
い
』

を
読
ん
で
」
が
選
ば
れ
、
福
田
町
長
に
受
賞
の
報
告

を
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
本
を
読
ん
で
命
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
心

の
中
で
何
度
も
『
シ
ロ
あ
り
が
と
う
。』
と
感
謝
し

ま
し
た
。」
と
感
想
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

読書感想文で優秀賞を受賞

▲ 2 月 13 日、文化体育館で「第 40 回猪名川町人権・
同和教育研究大会」が開催されました。基調講演で
は、前全国同和教育研究協議会委員長の髙松秀憲さ
んを招き、「『学びと人権・共生』の学校・地域の創
造を～同和教育の成果と教訓を継承して～」をテー
マに講演され、約 180 人が参加しました。
　午後からは、4 分科会に分かれ、人権教育・啓発
の実践報告が行われ、交流と研究の深化と拡充が図
られました。

人権・同和教育研究大会を開催

▲柔道で組んでいるよう
す を あ ら わ し ま し た。
手の重なりを工夫しまし
た。

あ ま の

野　一
いっぺい

平さん（2年）

＜４＞広　報　い　な　が　わ 平成２３年（2011年）３月１５日


